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３号機地下貯蔵設備（ＦＳＴＲ）
廃スラッジ貯蔵タンク（Ａ）側板の変形について

平成２７年６月２３日

東京電力株式会社
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１．タンク側板変形の状況

• ３号機ＦＳＴＲ地下滞留水の移送作業において、廃スラッジ貯蔵タンク
（Ａ）の側板を上部のグレーチングから目視により確認したところ、側板
の一部に変形（歪み）が確認された。（確認日：H27.6.18)
※現段階では、同室に設置されている他のタンク（廃スラッジ貯蔵タンク
（Ｂ）、ＣＵＷ使用済み樹脂貯蔵タンク）に異常は確認されていない。
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２．廃スラッジ貯蔵タンク（Ａ）他の仕様

仕様
廃スラッジ貯蔵
タンク（Ａ）

廃スラッジ貯蔵
タンク（Ｂ）

ＣＵＷ使用済樹
脂貯蔵タンク

容量（㎥） １００ １００ １２０

材料 SUS304 SUS304 SUS304

厚さ（底板、側板） ６ ６ ６

水位（樹脂量）※1
40%（73.8 ㎥）

OP.2644
75%（0 ㎥）

OP.4297
70%（7.2 ㎥）

OP.4206

本格点検実績

・目視点検

・溶接線ＰＴ

・肉厚測定

・漏えい検査

2009年度
（結果良）

2009年度
（結果良）

2006年度
（結果良）

内容物

ＦＰＣろ過脱塩器，
廃液ろ過器，床ドレ
ンろ過器の使用済
樹脂（廃スラッジ）

点検時に使用した
廃液

ＣＵＷろ過脱塩器の
使用済樹脂

（廃スラッジ）

※1：水位及び樹脂量は震災前のデータ
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３．ＦＳＴＲ建屋滞留水水位の状況

＜滞留水移送開始後＞＜滞留水移送開始前＞

ＦＳＴＲ地下階床面

廃スラッジ貯蔵タンク（Ａ）
震災前タンク水位OP換算

ＣＵＷ廃樹脂貯蔵タンク
震災前タンク水位OP換算

廃スラッジ貯蔵タンク（Ｂ）
震災前タンク水位OP換算

OP.2644

OP.4297
OP.4206

廃棄物処理建屋水位

サブドレン水位

滞留水水位

滞留水の水位は概ねOP.5000～
5500程度であり、サブドレン水位
を十分下回っている。

地下滞留水の流入が確認されて
いるが、滞留水水位はサブドレン
水位より十分下回っている。

サブドレン水位

滞留水水位

地下水流入量
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４．滞留水の放射能濃度
３号機ＦＳＴＲ

Ｈ２６．８．２６よ
りＣｏ－６０濃度
が上昇

Ｈ２７．２．５
Ｃｏ－６０濃度
が上昇

Ｈ２７．２．５ （
初採取）
Ｃｏ－６０濃度を
確認
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５．調査結果
○タンク内確認結果
タンク内確認時、廃スラッジ貯蔵タンク（Ａ）内面にて
六角状の変形が確認された。他タンクは異常なし。

内部状況

マンホール
より確認

廃スラッジ

貯蔵タンク

（Ａ）

イメージ図
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○タンク水位測定結果

・廃スラッジ貯蔵タンク（Ａ）については，H27.6.18の滞留水移送おいてタ
ンク内水位近傍まで水位を低下及びその後の地下水流入による水位増
加により，タンク内外における大きな水位差は確認できなかった。
・ 廃スラッジ貯蔵タンク（Ｂ）およびＣＵＷ廃樹脂貯蔵タンクについては，
滞留水水位より高い水位が確認された。

廃スラッジ貯蔵タンク（Ａ） 廃スラッジ貯蔵タンク（Ｂ）
ＣＵＷ使用済樹脂貯蔵
タンク

約OP2644（震災前）

約OP4297（震災前）
約OP4206（震災前）

OP2751

水位確認結果

約OP4326（今回実測）

約OP4886（今回実測）

約OP2876（今回実測）

※（今回実測）は手計り

OP2706
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○水質測定結果

内部水と同等のＣｏ
－６０濃度を検出。
また、Ｈ２７．２．５（
前回）より上昇を確
認

内部水より高い値
を検出。（Ａタンク同
等の値。）また、Ｈ２
７．２．５（前回）より
上昇を確認

内部水より低い値
を検出。また、Ｈ２７
．２．５（前回）と同
等


